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は じ め に

高齢化社会、情報化社会、国際化社会等現在の地域社会情勢は

日々大きな変化を遂げております。その中で、多くの人々が自己

、の充実や生活の向上のため生涯にわたる学習の機会を求めており

社会教育関係機関に対しても多様で豊かな学習の機会提供が求め

られています。

ボランティア活動は、活動自体が自己開発、自己実現につなが

る生涯学習であるだけでなく、日頃の学習成果を活動に生かした

り、活動を行うために必要な知識・技術を学ぶなどの点で生涯学

習と密接な関係があり、社会を活性化する活動として地域づくり

の大きな柱となっております。

本県においても多くの人たちが生涯にわたる学習活動の成果を

地域社会における諸活動で生かすことのできる環境の整備を図る

とともに、各種ボランティア活動を促進するための事業を実施し

ております。

事業を推進する上で担当者自身が、温かな心のキャッチボール

（交流）をする活動がボランティア活動で、それは「させていた

だく （活動者）と「していただく （依頼者）という言葉で表現」 」

される気持ちを大切にし、事業終了後も支援する体制づくりを図

る必要があると考えます。

本ハンドブックは、平成 年度以降 「市町村における生涯学10 、

習推進体制の整備状況 「学習相談と情報提供 「学習プログラ」、 」、

ムのつくり方」を発行しております。本年度は社会教育関係機関

等の主催事業に参加し、学習された人たちがそれを契機として、

活動サークルを結成し発展的な活動を実践している県内事例を中

心とした「ボランティア活動のすすめ方」を作成しました。生涯

学習ボランティア事業を推進する上において参考としていただけ

れば幸いです。

作成するにあたり、御協力をいただきました関係機関の皆さま

方に対し心よりお礼申し上げます。

岩手県立生涯学習推進センター所長 大 橋 清 司
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Ⅰ 理論編
1 生涯学習について

(１) 生涯学習とは

生涯学習とは 「一人ひとりが、自己の充実や生活の向上、職業上の能力、

の向上を目指し、自発的な意志に基づき、自己に適した手段・方法によって

生涯を通じて行う学習活動」です。

自己に適した

手 段・方 法

生涯を通じて行う 自己の充実

一人ひとり 学習活動 生活の向上

職業上の能力の向上

(２) 生涯学習社会とは

生涯学習社会とは 「一人ひとりが主役となって、生涯のいつでも、どこ、

でも、自由に学習機会を選択して学ぶことができ、必要に応じてその成果が

適切に評価され、生かされる社会」です。

適切に評価される

生涯のいつでも、

一人ひとり どこでも自由に学習 成 果

機会を選択して学ぶ

生かされる

(３) 生涯学習の必要性

ゆとりと生きがいのある生活

社会的な背景 社会の変化への対応

共に生きる地域社会づくり

(引用：平成１３年度 岩手県生涯学習振興計画)
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２ ボランティア活動について

(１) ボランティアとは

英語のボランティア（Volunteer）は「自己の意思」を意味するラテン

語の「ボロ（Volo 」を語源とし、次いで「ボランタス（Voluntas （意） ）」

思・自発性 として他者とのかかわり合いの意へと進み さらに eer 行） 、 、 「

う人」を加えて、Volunteerという言葉が成立したと言われている。これ

から派生して「自分の自由意思で働く人（ボランタリーな活動を行う人 」）

（引用： 新社会教育事典』第一法規）をボランティアと呼ぶようになった。 『

(２) 生涯学習とボランティア活動

生涯学習は、人々が自発的意思に基づいて生涯にわたって行うことを基

本とするもので、意図的・組織的な学習活動として行われるだけでなく、

人々の様々な活動の中でも行われるものであり、幅広い範囲にわたってい

る。

ボランティア活動は、個人の自由意思に基づき、その技能や時間等を進

んで提供し社会に貢献することであり、ボランティア活動の基本理念は、

自発（自由意思）性、無償（無給）性、公共（公益）性、先駆（開発、発

展）性にあるとする考え方が一般的である。

生涯学習とボランティア活動との関連は、次の三つの視点からとらえる

ことができる。

第１は、ボランティア活動そのものが自己開発、自己実現につながる生

涯学習となるという視点。

第２は、ボランティア活動を行うために必要な知識・技術を習得するた

めの学習として生涯学習があり、学習の成果を生かし、深める実践として

ボランティア活動があるという視点。

第３は、人々の生涯学習を支援するボランティア活動によって、生涯学

習の振興が一層図られるという視点である。

ボランティア活動は、このように、生涯学習との密接な関連を有すると

ともに、その活動は現代社会における諸問題を背景として行われるもので

あることから、豊かで活力ある社会を築き、生涯学習社会の形成を進める

上で重要な役割を持つ。そのため、あらゆる層の人々が学習の成果をボラ

ンティア活動の中で生かすことができる環境の整備を図ることが必要であ

る。

生涯学習 自発的意思 自分づくり

自己を高める

自己の充実

ボランティア活動 社会づくり自己実現

（引用：平成４年７月 生涯学習審議会答申）
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３ ボランティア事業や講座のプランニングをすすめるために

ボランティア活動に関する対象化・目的化発 想

（ ）現代的課題への対応 豊かで潤いのある地域づくり
地域のニーズ （社会的背景）

少子化・高齢化社会への対応
情報化社会への対応
国際交流への対応
環境問題への対応
男女共同参画社会への対応 等

時代のニーズ （歴史的背景）
住民主体のまちづくりへの対応
地域コミュニティの育成への対応 等

ボランティア活動に関わる情報収集
調査・資料により現状を把握調 査
情報源：国、県、市町村及び関係機関・関係団体

等
定性的調査 …… 法・答申、事業実施の有無、事

業目的・対象・内容、活動団体
の目的・内容 等準

定量的調査 …… 団体数、活動回数、予算 等

ボランティア活動に関わり必要なものの分析
今、必要とされているものは何か分 析
今後、必要とされているものは何か
支援の在り方は備
どのような分野か 等

ポジティブチェック …活用できる環境や資源(強み)
ネガティブチェック …不足している環境や資源(弱み)

＝ 事業、講座のねらいは何かコンセプト

地域の活性化及び発展のために
「ボランティアサークルの養成」

企画 × マネージメント（人事・時間・予算）

対象、目的を明確化実施要項の

（事業名、目的、対象・定員、テーマ、日時、回数、作成
会場、費用、資料、指導者、プログラム等）

実 施

成果と課題評 価
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